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中
国
は
今
、
そ
の
歴
史
の
中
で
重
大
な
局
面
に
差
し
か
か
っ
て

い
る
。
中
国
は
す
で
に
大
国
で
あ
る
が
、
や
が
て
２
超
大
国
の
一

つ
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
問
題
は
ど
の
よ
う
な
大
国
と
な

る
か
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
文
明
国
に
な
る
か
、
と
言
い
換
え
て

も
い
い
。
そ
れ
は
、
中
国
史
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
含

む
周
辺
国
に
と
っ
て
も
、
さ
ら
に
は
人
類
史
に
と
っ
て
も
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
中
国
の
友
人
に
は
考
え
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
。

猛
き
覇
者
を
演
じ
沈
ん
だ
日
本
帝
国

中
国
は
19
世
紀
に
至
る
長
い
歴
史
の
中
で
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に

お
け
る
唯
一
の
中
心
国
で
あ
っ
た
。
漢
の
武
帝
以
来
、
朝
鮮
は

４
０
０
年
、
ベ
ト
ナ
ム
は
１
０
０
０
年
に
及
ぶ
中
華
帝
国
の
支
配

を
受
け
た
。
海
に
隔
て
ら
れ
た
日
本
は
直
接
支
配
は
受
け
る
こ
と

な
く
、
中
国
か
ら
鉄
、
稲
、
漢
字
を
は
じ
め
多
く
の
文
明
の
精
華

を
学
習
し
、
高
い
文
明
水
準
を
国
内
化
し
た
。

常
に
抜
き
ん
で
た
超
法
規
的
存
在
で
あ
っ
た
中
国
と
、
そ
の
文

明
の
学
習
者
で
あ
っ
た
日
本
と
の
関
係
に
逆
説
が
生
じ
た
。
西
洋

中
国
の
友
人
に
告
ぐ

力
自
制
し
徳
あ
る
大
国
に

五い

お

き

べ

百
旗
頭　

真
ま
こ
と

（
ア
ジ
ア
調
査
会
長
）
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諸
国
が
ア
ジ
ア
に
迫
っ
て
き
た
19
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
は
、

近
代
西
洋
文
明
か
ら
も
、
中
国
文
明
に
対
す
る
の
と
同
じ
手
法
で

速
や
か
に
学
習
し
、自
ら
を
強
化
し
た
。
対
し
て
、清
朝
末
期
に
あ
っ

た
中
国
は
変
法
自
強
＝
１
＝
に
苦
し
ん
だ
。
自
ら
よ
り
も
優
れ
た

外
部
文
明
は
中
国
に
と
っ
て
想
定
外
で
あ
っ
た
。

日
本
帝
国
は
ア
ジ
ア
で
唯
一
の
近
代
化
さ
れ
た
軍
隊
を
持
つ
国

と
な
り
、
ア
ジ
ア
で
戦
え
ば
必
ず
勝
つ
恵
ま
れ
た
境
遇
を
得
た
。

し
か
し
日
本
は
勝
て
る
が
故
に
戦
を
好
み
、
１
９
３
０
年
代
に
は

戦
争
を
常
習
化
し
た
。
百
戦
百
勝
の
将
・
項
羽
が
四
面
楚
歌
に
陥
っ

た
の
と
似
て
、
日
本
帝
国
も
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
網
に
沈
ん
だ
。
戦
前

の
日
本
が
強
者
の
立
場
を
生
か
し
、
国
際
関
係
の
よ
き
世
話
役
と

な
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
け
猛
き
覇
者
を
演
じ
た
こ
と
は
、
誠
に

お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
る
。

戦
後
日
本
は
そ
れ
を
悔
い
、
平
和
的
発
展
の
道
を
求
め
た
。
高

度
経
済
成
長
を
遂
げ
た
後
も
、「
経
済
大
国
と
な
っ
て
も
軍
事
大
国

と
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
福
田
赳
夫
首
相
の
77
年
の
言
葉
の
よ
う

に
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
よ
り
途
上
国
を
支
援
す
る
こ

と
に
力
を
注
い
だ
。

世
界
秩
序
へ
の
責
任
感
が
不
可
欠

鄧
小
平
の
「
改
革
開
放
」
に
よ
り
、世
界
の
市
場
経
済
を
活
用
し
、

中
国
は
80
年
か
ら
30
年
に
わ
た
り
年
平
均
10
％
強
の
高
度
経
済
成

長
を
続
け
、
２
０
１
０
年
に
日
本
を
抜
き
、
世
界
第
２
の
経
済
大

会談を前に握手する安倍晋三首相（左）と中国の習近平国家主席
＝北京の釣魚台迎賓館で 10月26日、新華社・ＡＰ
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中
国
は
中
国
型
の
大
国
と
な
る
」。
な
る
ほ
ど
。
で
は
「
中
国
型
」

の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
だ
そ
の
具
体
像
は
現
れ
て
い

な
か
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
後
の
中
国
の
生
き
方
は
注
目
さ
れ
た
。
08

年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
加
え
、
リ
ー
マ
ン
危
機
後
の

４
兆
元
の
巨
大
財
政
投
資
に
よ
り
中
国
は
世
界
経
済
を
底
支
え
し

た
。
こ
の
偉
業
は
、
中
国
の
自
負
心
を
高
め
、「
韜と
う
こ
う光

養よ
う

晦か
い

」（
謙

虚
に
能
力
を
隠
す
）
と
い
う
鄧
小
平
の
遺
訓
を
卒
業
す
る
時
が
来

た
と
の
主
張
が
09
年
よ
り
中
国
内
に
高
ま
っ
た
。
中
国
は
海
洋
進

出
を
活
発
化
し
た
。
10
年
、
12
年
の
尖
閣
事
件
で
日
本
の
実
効
支

配
に
挑
戦
し
、
14
年
ご
ろ
よ
り
南
シ
ナ
海
の
い
く
つ
か
の
環
礁
の

埋
め
立
て
と
軍
事
基
地
化
を
強
行
し
た
。
重
要
な
国
際
通
路
た
る

南
シ
ナ
海
に
対
す
る
中
国
の
単
独
支
配
の
試
み
は
、
強
い
国
際
的

反
発
を
招
い
た
。
強
大
化
し
た
力
を
背
に
一
方
的
に
支
配
を
拡
大

す
る
の
な
ら
、
か
つ
て
の
ド
イ
ツ
、
日
本
型
の
大
国
化
と
同
じ
で

は
な
い
か
。

中
国
を
世
界
の
自
由
貿
易
体
制
に
招
き
入
れ
、
経
済
発
展
を
励

ま
せ
ば
、
中
国
は
“
責
任
あ
る
当
事
者
”
と
な
る
。
米
欧
日
に
存

在
し
た
そ
う
し
た
期
待
は
裏
切
ら
れ
た
。
世
界
の
市
場
経
済
の
中

で
大
躍
進
を
遂
げ
な
が
ら
、
中
国
は
１
５
０
年
の
屈
辱
を
バ
ネ
に
、

21
世
紀
半
ば
に
世
界
最
強
国
に
な
る
野
心
に
と
り
つ
か
れ
、
世
界

を
奪
い
取
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
見
方
と
と
も

に
対
中
強
硬
論
が
米
国
を
中
心
に
高
ま
っ
て
い
る
。

国
と
な
っ
た
。
中
国
は
そ
の
上

に
軍
拡
を
乗
せ
た
。
冷
戦
終
結

後
の
25
年
間
に
中
国
の
国
防
費

は
41
倍
と
な
っ
た
。
中
国
は
経

済
力
と
軍
事
力
を
総
合
国
力
の

両
輪
と
し
て
お
り
、
そ
の
点
で

い
に
し
え
よ
り
の
力
の
政
治
（
パ

ワ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
）
の
伝
統

を
踏
襲
し
て
い
る
。
戦
前
日
本

の
よ
う
な
国
と
な
る
危
険
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

「
中
国
は
ど
ん
な
大
国
と
な
る

の
か
」。
21
世
紀
初
頭
の
５
年
間
、

新
日
中
友
好
21
世
紀
委
員
会
＝

２
＝
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
時
、

こ
の
テ
ー
マ
が
話
題
と
な
っ
た
。

「
中
国
も
ド
イ
ツ
型
、
日
本
型
と

な
る
の
か
」
と
日
本
側
が
問
う

と
、「
と
ん
で
も
な
い
」
と
中
国

側
は
強
く
否
定
し
た
。「
で
は
ア

メ
リ
カ
型
か
」。
米
国
は
英
国
と

戦
う
こ
と
な
く
中
心
国
の
座
を

引
き
継
い
だ
。「
そ
れ
も
違
う
。

　五百旗頭真（いおきべ・まこと）
　1943 年生まれ。京都大大学院修了。法学博士。専攻は
日本政治外交史。米ハーバード大客員研究員、神戸大教授、
防衛大学校長、熊本県立大理事長を経て、今年４月から兵
庫県立大理事長。この間、東日本大震災に伴う政府の復興
構想会議議長などを歴任。アジア・太平洋賞選考委員長。
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そ
う
で
は
な
く
、
中
国
が
軌
道
修
正
を
行
っ
て
い
る
面
も
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
「
米
国
第
一
」
の
反
国
際
主
義
に
対
し
て
、

習
近
平
国
家
主
席
の
中
国
は
自
由
貿
易
体
制
と
地
球
環
境
を
擁
護

し
、
人
類
運
命
共
同
体
や
国
際
公
共
財
を
唱
導
し
て
い
る
。

中
国
は
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。
途
上
国
の
時
は
自
己
擁
立
が
す

べ
て
だ
が
、
長
ず
れ
ば
他
国
へ
の
配
慮
を
広
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

中
心
大
国
と
な
る
の
な
ら
、
世
界
秩
序
へ
の
責
任
感
が
不
可
欠
で

あ
る
。
力
は
あ
る
が
猛
き
者
を
人
々
は
軽
蔑
す
る
。
力
の
行
使
を

自
制
し
、
よ
き
世
話
役
を
演
ず
る
者
を
世
界
は
尊
敬
す
る
。
天
の

下
に
変
わ
ら
ぬ
道
理
を
踏
ま
え
、
徳
の
あ
る
大
国
と
な
る
こ
と
を
、

中
国
の
友
人
に
呼
び
か
け
た
い
。

中
国
に
ど
う
接
す
る
べ
き
か

毛
沢
東
時
代
の
「
立
ち
上
が
る
」
段
階
、
ト
ウ
小
平
時
代
の
「
豊

か
に
な
る
」
段
階
を
経
て
、
今
や
「
強
く
な
る
」
段
階
に
―
―
。

こ
の
認
識
を
明
確
に
す
る
中
国
は
、
ど
の
よ
う
な
大
国
の
道
を
歩

む
の
だ
ろ
う
か
。
安
倍
晋
三
首
相
が
10
月
に
訪
中
し
、
習
近
平
国

家
主
席
、
李
克
強
首
相
と
そ
れ
ぞ
れ
会
談
し
た
。
日
本
の
首
相
と

し
て
７
年
ぶ
り
の
公
式
訪
問
で
あ
る
。
日
中
平
和
友
好
条
約
40
年

を
迎
え
、
両
国
関
係
は
改
善
の
方
向
に
あ
る
。
米
中
２
極
時
代
を

視
野
に
、
日
本
は
中
国
に
ど
う
接
す
る
べ
き
か
。

■
こ
と
ば

◇
１　

変
法
自
強

　
　

清
朝
末
期
に
康
有
為
、梁
啓
超
ら
が
推
進
し
た
政
治
改
革
運
動
。

「
変
法
」
と
は
祖
宗
以
来
の
政
治
の
や
り
方
を
変
え
る
こ
と
、「
自

強
」
と
は
強
国
を
目
指
す
こ
と
。
西
洋
や
日
本
の
政
治
制
度
に
学

ん
で
、
憲
法
制
定
・
国
会
開
設
・
学
制
改
革
な
ど
を
行
お
う
と
し

た
。
し
か
し
民
衆
の
支
持
を
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
ず
、
運
動
は
次
第

に
孤
立
し
、
西
太
后
ら
保
守
派
の
弾
圧
に
よ
っ
て
失
敗
し
た
。

◇
２　

新
日
中
友
好
21
世
紀
委
員
会

　
　

21
世
紀
の
日
中
関
係
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
日
中
の
有
識
者
が

政
治
、
文
化
、
科
学
技
術
な
ど
の
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
議
論
し
、

両
国
政
府
首
脳
に
提
言
・
報
告
す
る
委
員
会
。
１
９
８
４
年
に
「
日

中
友
好
21
世
紀
委
員
会
」
と
し
て
設
置
さ
れ
、
２
０
０
１
年
ま
で

15
回
の
会
合
を
開
い
た
。
03
年
か
ら
08
年
ま
で
は
「
新
日
中
友
好

21
世
紀
委
員
会
」
と
し
て
８
回
の
会
合
を
開
催
し
、「
日
中
『
戦
略

的
互
恵
関
係
』の
強
化
へ
向
け
て
」と
題
す
る
最
終
報
告
書
を
発
表
。

09
年
の
日
中
外
相
会
談
で
新
委
員
が
確
定
さ
れ
、
新
し
い
委
員
会

が
設
け
ら
れ
た
。
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five early years of the 21st century. The panel of experts from the two countries, organized 
jointly by Tokyo and Beijing, discussed and made proposals to leaders of their countries on a 
wide variety of issues including politics, culture and science. 

When asked by the Japanese side if China was heading toward Japanese- or German-
type power, the Chinese side said "By no means." When asked if becoming a power like the 
United States, which inherited the position of the central power of the world from Britain, 
the Chinese side replied, "That's not the case either. China will become a major power of its 
own." Well, what signifies a Chinese power then? A detailed answer to that question is not 
yet available. 

Over the ensuing years, China's course of action has attracted intense international 
attention. China succeeded in hosting the Beijing Olympics in 2008, and supported the 
global economy with massive stimulus package of 4 trillion yuan after it was hit by the 
economic meltdown triggered by the collapse of U.S. investment bank Lehman Brothers. 
This feat made China prouder, and voices grew within the country in 2009 that it was high 
time to graduate from Deng Xiaoping's teaching of "tao guang yang hui" (to conceal one's 
strengths and bide one's time). 

China then intensified maritime expansion. The country challenged Japan's effective 
control of the Senkaku Islands in the East China Sea in 2010 and 2012, and began a push for 
the reclamation and militarization of some reefs in the South China Sea around 2014. China's 
attempt to gain unilateral control of the important international sea lanes of the South China 
Sea attracted strong international criticism. If China was going to press its rule on others 
with its growing might, then how would the country's transition to the position of a major 
power differ from the precedents of Germany or Japan? 

There were some expectations in the U.S., Europe and Japan that China would become a 
"responsible stakeholder" if the country was invited to become a member of the global free 
trade system and achieved an economic growth. Those expectations were betrayed.

Making a great leap forward in the world's market economy, China, driven by 150 years 
of humiliation from losing its previous strength, is possessed by an ambition to become the 
most powerful country on earth by the mid-21st century, warn some observers. This view 
has gone hand in hand with the buildup of a tough attitude against China, mainly in the U.S. 
but in other corners of the globe as well. 

Despite such observations, China is correcting its course in some aspects. In the face of 
"America First" anti-internationalism promoted by U.S. President Donald Trump, the China 
headed by President Xi Jinping is calling for protection of the free trade system and the 
global environment, and advocating the common destiny of human beings and maintenance 
of international public goods. 

China is standing at a crossroads. When the country was developing, supporting itself 
was everything. But as the country grows, it must be more considerate of others. If China is 
indeed becoming a central, major country, it ought to maintain a sense of responsibility 
regarding the world order. People despise a powerful but aggressive presence. The world 
respects a country of self-restraint and good facilitation. I'd like to call upon my friends in 
China to make their country great and virtuous based on reason and morality that never 
changes through the ages. 

(By Makoto Iokibe, Chairman of the Asia Affairs Research Council)
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Global perspective: Message to my friends in China

China now faces a critical juncture in its history. The country is already a major power, 
and is destined to become one of two superpowers in the world. The question is what kind of 
great power it will become. Or one could ask what kind of civilized country it will become. 
These are major questions which have a bearing not only on China, but also on neighboring 
countries including Japan and which will have a connection to the history of humanity. I 
want my friends in China to think about this issue. 

China was the only central power in East Asia in the long history leading up to the 19th 
century. From the time of Emperor Wu of Han, the Chinese empire ruled Korea for 400 
years, and Vietnam for 1,000 years. Separated by the sea, Japan did not come under China's 
direct rule, and absorbed and internalized the rich achievements of Chinese civilization, 
such as iron production, rice cultivation and kanji characters. 

China had always stood out among the pack, not bending to outsiders, and Japan had 
been a student of its civilization. This relationship underwent a major turnaround in the 19th 
century, when Western powers came rushing into Asia. 

Japan quickly learned from modern Western civilization like it did from Chinese 
civilization, and strengthened itself. In contrast, China, over the final decades of the Qing 
dynasty, suffered from the failed Hundred Days' Reform of modernization promoted by the 
young Emperor Guangxu and his supporters. China never imagined an external civilization 
better than itself. 

The Empire of Japan became the only country in Asia with modern armed forces, 
securing a privileged invincible presence in Asia. This invincibility prompted Japan to fight, 
and wars became habits for the country in the 1930s. The empire sank as it was suffocated 
under the ABCD encirclement of embargoes by America, Britain, China and the Dutch. The 
demise was like that of the always victorious general Xiang Yu of Chu state, who eventually 
became isolated by the enemy army of Han in a state of "simian chuge" (literally, "Chu songs 
on all sides," or being surrounded by enemies and isolated) and killed himself in the Battle 
of Gaixia in 202 B.C. One has no choice but to feel a sense of shame for prewar Japan, 
failing to be a good facilitator of international relations utilizing its might, and playing the 
role of an aggressive hegemon instead. 

After World War II, Japan repented of its prewar deeds, and sought a path of peaceful 
development. The country, even after achieving rapid economic growth, focused on 
supporting developing countries with official development assistance, as symbolized by the 
words in 1977 of then Prime Minister Takeo Fukuda: "We may become a major economic 
power, but we will not become a major military power." 

The "reform and opening-up" policy of Chinese leader Deng Xiaoping has triggered 
Chinese economic expansion leveraging the world market, with the country averaging 
growth of over 10 percent per annum for three decades since 1980. The country surpassed 
Japan as the second largest economy in the world in 2010. This economic growth came with 
military expansion. In the 25 years after the end of the Cold War, China's defense spending 
grew 41 fold. Its economic and military might are two engines behind its overall power, and 
China thus has followed the millennia-long tradition of power politics. Surely there is a 
danger that the country could take on a presence like that of prewar Japan. 

"What kind of a major power will China become?" This question was brought up when I 
was a member of the New Japan-China Friendship Committee for the 21st Century during 


